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研究成果の概要（和文）：「ムデハル美術」とは、中世イベリア半島におけるキリスト教美術とイスラーム美術
の異文化交渉のひとつとして、1859年以来、スペイン美術史研究において論じられてきた現象である。しかしそ
の名称が指す内容は、19世紀後半から21世紀までの社会状況の変遷に応じて、大きく揺れ動いてきている。本研
究では、主要な先行研究の分析を通して、「ムデハル美術」の研究がそのときどきの近現代スペインのイスラー
ム理解と深く結びついていることを論じた。

研究成果の概要（英文）："Mudejar Art" is an artistic phenomenon discussed by Spanish Art Historians 
since 1859 as one of the intercultural negotiations of Christian art and Islamic art in the medieval
 Iberian Peninsula. However, the meaning of this label has been greatly fluctuating in response to 
changes in the social situation from the late 19th century to the 21st century. In this research, 
through analysis of major prior studies, I pointed out how "Mudejar art"’s perception and academic 
fortune are deeply tied to the changing ways of understanding Islam in modern Spain.

研究分野：西洋美術史
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１．研究開始当初の背景 
 
キリスト教美術とイスラーム美術が交差
した地域は、それぞれの宗教の伝播にともな
い、世界各地に存在してきた。その中でイベ
リア半島は、両者の緊密な接触が 711 年の
イスラームの半島侵入から 1492 年のレコ
ンキスタ終了まで 8 世紀間もの長期間に及
んだ点に特徴がある。 
この両者の接点として注目されるのが、キ
リスト教支配下に生きたムスリムであるム
デハルたちである。煉瓦、木材、漆喰、タイ
ルの扱いに秀でていたムデハル職人は、中世
イベリア世界の聖堂建築や世俗建築におい
て、その優れた腕をふるった。その技術の一
部は、16 世紀以降になると大西洋を越えて
新大陸のキリスト教建築に引き継がれ、19 
世紀にはスペインという国民国家を代表す
るネオ・ムデハル様式として復権した。すな
わちムデハル美術はスペインの中世から近
現代にかけて細く長く影響力を持ち続けた
のである。 
ムデハル美術は、このように長い時間と地
理的範囲に及んだ異文化交渉の一例とされ
るが、未解明の点が多く、とりわけ本邦にお
いては先行研究がほぼ見当たらないテーマ
である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、ムデハル美術の問題に本格的に
取り組むための準備的第一段階と位置付け
られる。そこで、スペイン中部の古都トレド
で中世に制作された美術と建築を対象とし
て設定し、キリスト教とイスラーム間の異文
化交渉の具体的様相を美術史の立場から解
き明かすことを目指す。トレドを対象とする
のは、研究開始の時点ですでに予備的現地調
査を終えており、研究対象とすべき作例の目
星がついていたためである。トレドにおける
ムデハル美術とその波及の考察を通して、キ
リスト教とイスラーム間の錯綜した関係に
新たな光を当てることが本研究の目的であ
る。 
 
３．研究の方法 
 
 上記の目的を達成するために、以下の計画
に従って研究を行う。 
 
(1) ムデハルに関する歴史学・文献学からの
研究、およびムデハル美術・建築に関する先
行研究の渉猟を行う。 
 
(2) トレドのサン・ロマン聖堂（現公会議・
西ゴート文化博物館）および同時代のクリス
ト・デ・ラ・ルス聖堂を取り上げ、建築と壁
画に注目する。作品分析と文献調査を通して
トレドにおけるムデハル工房の活動の一端
を明らかにする。 

 
(3) 2008年以来交流を続けている中南米の西
欧中世研究者たちと、非欧米圏における中世
研究の研究手法や成果発信の方法等につい
て議論をさらに深めていく。西欧を拠点とす
る研究者とも作品現地調査や国際研究集会
等の機会を通じて情報交換を行い、研究者間
の国際的な連携を強化する。 
 
４．研究成果 
 
研究方法(1)の内容に関して、先行研究を渉
猟するなかでムデハルについてはいまだ定
説に至っていない点が予想以上に数多く残
されていることが明らかとなった。そのため、
もっぱら研究史とそこから見える問題点を
整理する必要が生じた。1859 年にスペインで
美術史における「ムデハル様式」という用語
が創出されるや否や広く受け入れられた経
緯、その後のスペインをはじめとする各国で
の研究動向、近年の「ムデハル様式」という
名称に対する一部の研究者からの強い批判
がどのような文脈の下で起こったのか、数回
の口頭発表を通して考察を深めた。その上で、
複数の論文において、「ムデハル美術」の研
究がスペイン美術史における「モサラベ美
術」とパラレルな関係にあること、そのとき
どきの近現代スペインのイスラーム理解と
深く結びついていることを論じた。 
 
本研究計画の 3年目に、本研究の申請時には
予想されなかった大きな変更点が生じた。
「頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネッ
トワーク推進プログラム」プロジェクトによ
る若手研究者海外派遣のため、2016 年 3月か
ら 2017 年 3 月の１年間、フィレンツェの欧
州大学院大学を拠点に研究を行うことにな
ったのである。頭脳循環プロジェクトでは、
報告者は、ヨーロッパ中世美術史を専門とす
る立場から画像史料を有効に用いつつ、ヨー
ロッパ境界地域とりわけ中世地中海地域に
おける歴史的経験の循環を明らかにすると
いう研究課題を担当した。したがってイベリ
ア半島のムデハル美術研究という本研究の
課題と異なり、きわめて幅広い年代と地域を
扱う必要が生じた。結果的には、そのことが
かえって本研究を別の視座から見直すため
の格好の契機となったが、研究計画 3年目以
降に予定していたトレドのキリスト教聖堂
の個別研究の予定は、これを変更せざるを得
なくなった。個別の作品研究は今後の課題で
ある。 
 
研究方法(3)の内容に関しては、日本の学会
誌に中南米の西洋中世学の歴史的形成と現
状の諸問題を研究動向としてまとめ、一方ア
ルゼンチンの西洋中世研究誌に日本の西洋
中世学を紹介した（研究業績、雑誌論文②③）。
2017 年 10 月には The 3rd International 
Colloquium：The Middle Ages seen from other 



horizons（第三回国際コロキウム「異なる視
野から見たヨーロッパ中世」）および特別セ
ミナー「“ムデハリスモ”と“モサラビスモ”」
を東京外国語大学にて開催した（研究業績、
その他②を参照）。メキシコ、アルゼンチン、
スペイン、ポルトガル、イタリアで活躍する
歴史学、美術史学、ジェンダー研究などの研
究者九名（うち二名はビデオ参加）と日本の
歴史学、美術史学、建築史学の研究者六名が
集い、本研究計画が目標とする中世イベリア
半島のキリスト教とイスラームの異文化干
渉の諸相に関して4日間にわたって実り多い
報告・議論が行われた。なお本コロキウムの
成果は、2018 年度に e-book としてオンライ
ン公開予定である。 
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